
第5章 スダルノさんの大家族
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家族計画プログラム

「多大な注目とともに取り組むべき重大事項」

→ 1977年の選挙で、インディラ政権は崩鯨

一> 選妊によつて母PRの健康・教育を長期的に改苦

では、なぜ妊娠してしまうのか?

線 農 剛 修 の意恩決定をコン紅 狩 /2夢るの力l?

励 舛 紫 ?
妊娠出産選好は男女間でかなりの差がある

(男性は妻よりも大家族を理想とする)

ペルーの事例 → 女性の意思が反映されるには、法的、社会的、

政治的、経済的地位がある程度必要

社会宗教的規範の要素 → そこから退脱すると罰を受ける、何が

容認されるのかを共同体の中で学ぷ

『貧乏な人々は家族の数をコントロールしているのか?』

No(Yesと 言わさるを得ない状況)一 ―> (選択の結剰Yes
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しかし、資困国のような子供への投資をしない(できなし〕国で
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1980年 代～1990年代の間に、「効率的家庭」モデル

家族間で手持ち資源の最良の使い方に合

家族が資源を得た後、家族内の分配を

とヽ意味がない

政策 ―)家 族に取つて代わるとしヽうよりはその活動を

補い、時にその悪用から9る
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― 圧倒的に需要ワラー 供給だけでは出生率の減少に貫献

をックス、例娠 金持ちおυさん
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『不妊手術キャンプ』 ‐ サンジャイ'ガンジー政権の礎

[:急::;;:|二::年から19育年にかけて8601
争多9HttaⅢ魚明示的な政策のある国に、発震途二人回の約85%が住んでしヽる。

しかし… 「出生率高しヽ
・二 貧ししヽ」 とは限らない !
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コロンピア・プロファミリアプログラム

クス「地球全

イスラエルの世帯人数調査・中国一人          73の プログラム
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子 能 岳 紳 い
、中 アィマルサス「一国の資鴻織 斃 ‐→ 人□増加は国民を貧しくする」
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ヽ__ __¬ 『性別選択手術』により人工的に性月」構成を変化させる。
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→>10代の妊娠率はきわめて上昇

エスターらの追跡調査 → 高い平均妊娠率が明らかに

→   「性的禁欲」こそが間違いのなしヽ解決法

慮講的にコントロールして
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